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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 1 1 月 1 4 日 ( 2 0 2 2 . 1 1 . 1 4 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 1 - 7 7 5 7 9 ( P 2 0 2 1 - 7 7 5 7 9 A )
【 公 開 日 】 令 和 3 年 5 月 2 0 日 ( 2 0 2 1 . 5 . 2 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 2 1 - 0 2 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 1 9 - 2 0 5 1 9 6 ( P 2 0 1 9 - 2 0 5 1 9 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｍ 5 0 / 5 0 ( 2 0 2 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｇ 4 / 3 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｇ 1 1 / 1 0 ( 2 0 1 3 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｇ 2 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 1 1 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｍ 2 / 2 0 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｍ 2 / 2 0 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｇ 4 / 3 8 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｇ 1 1 / 1 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｇ 2 / 0 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 1 1 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 0 月 2 7 日 ( 2 0 2 2 . 1 0 . 2 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド 車 用 の 蓄 電 モ ジ ュ ー ル で は 、 複 数 の 蓄 電 素 子 が 直 列 や 並 列 に  
接 続 さ れ て い る 。 複 数 の 蓄 電 素 子 に は 、 各 蓄 電 素 子 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ る 複 数 の 接 続 部  
材 と 、 各 蓄 電 素 子 の 電 圧 を 検 知 す る た め の 複 数 の 電 圧 検 知 線 を 備 え た 、 電 池 配 線 モ ジ ュ ー  
ル が 取 り 付 け ら れ て お り 、 各 蓄 電 素 子 の 電 圧 を 監 視 で き る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 開 示 の 実 施 形 態 １ に 係 る 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 表 裏 導 通 部 の 平 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に お け る Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 拡 大 図 で あ る （ （ ａ ） ス ル ー ホ ー ル 形  
成 後 、 （ ｂ ） 配 線 形 成 後 、 （ ｃ ） 完 成 図 ） 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 形 態 ２ に か か る 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル の 表 裏 導 通 部 を 示 す 平 面 拡 大 図  
で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 形 態 ３ に か か る 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル の 表 裏 導 通 部 を 示 す 平 面 拡 大 図  
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で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 形 態 ４ に か か る 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル の 表 裏 導 通 部 を 示 す 平 面 拡 大 図  
で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル に よ れ ば 、 複 数 の 電 圧 検 知 線 の 少 な く と も １ つ が 、 フ レ キ  
シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の 表 面 に 形 成 さ れ た 表 面 配 線 と 裏 面 に 形 成 さ れ た 裏 面 配 線 と 、 フ レ キ  
シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 を 板 厚 方 向 に 貫 通 し て 表 面 配 線 お よ び 裏 面 配 線 を 接 続 す る 表 裏 導 通 部  
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 複 数 の 電 圧 検 知 線 が 外 部 機 器 に 接 続 さ れ  
る コ ネ ク タ 側 に お い て 、 そ れ ら 複 数 の 電 圧 検 知 線 の 配 列 順 を 電 位 順 に 変 更 し た い 場 合 等 に  
は 、 表 面 配 線 と 裏 面 配 線 を 好 適 に 組 み 合 わ せ て 表 裏 導 通 部 で 接 続 す る こ と で 、 所 望 の 配 列  
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ５ ） 上 記 （ ３ ） ま た は （ ４ ） に お い て 、 前 記 ビ ア を 構 成 す る 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 穴 径 が  
、 前 記 表 面 配 線 と 前 記 裏 面 配 線 に お け る 最 小 配 線 幅 寸 法 よ り も 大 き く さ れ て い る こ と が 好  
ま し い 。 表 面 配 線 と 裏 面 配 線 に お け る 最 小 配 線 幅 寸 法 よ り も 大 き な 穴 径 を 有 す る ス ル ー ホ  
ー ル を 、 配 線 幅 寸 法 の 大 き い 他 の 部 位 に 設 け る こ と で 、 ビ ア の 金 属 め っ き 層 の 断 面 積 を 有  
利 に 稼 ぐ こ と が で き る 。 そ れ ゆ え 、 ビ ア に よ り 構 成 さ れ る 表 裏 導 通 部 の 単 位 長 さ 当 た り の  
抵 抗 値 を 、 表 面 配 線 と 裏 面 配 線 に お け る 単 位 長 さ 当 た り の 最 大 抵 抗 値 以 下 に す る こ と を 、  
有 利 に 実 現 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ６ ） 上 記 （ ３ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か １ つ に お い て 、 前 記 表 面 配 線 と 前 記 裏 面 配 線 が 、  
前 記 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 に 設 け ら れ た 金 属 製 の 基 層 と 、 該 基 層 上 に 設 け ら れ た 表 層  
を 含 ん で 構 成 さ れ て お り 、 該 表 層 が 、 前 記 ビ ア を 構 成 す る 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 前 記 周 壁 に  
付 着 し て 設 け ら れ た 前 記 金 属 め っ き 層 と 同 時 に め っ き に よ り 形 成 さ れ た も の で あ り 、 前 記  
表 層 の 厚 さ 寸 法 が 前 記 基 層 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ス ル ー ホ  
ー ル の 周 壁 に 付 着 し て 設 け ら れ た 金 属 め っ き 層 と 同 時 に 、 表 面 配 線 と 裏 面 配 線 の 表 層 を め  
っ き に よ り 形 成 す る こ と が で き 、 製 造 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 各 配 線 の  
表 層 の 厚 さ 寸 法 を 基 層 の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く す る こ と で 、 ビ ア の 金 属 め っ き 層 の 厚 さ 寸  
法 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き 、 ビ ア に よ り 構 成 さ れ る 表 裏 導 通 部 の 単 位 長 さ 当 た り の 抵  
抗 値 を 、 表 面 配 線 と 裏 面 配 線 に お け る 単 位 長 さ 当 た り の 最 大 抵 抗 値 以 下 に す る こ と を 、 有  
利 に 実 現 で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 蓄 電 モ ジ ュ ー ル １ ０ ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 蓄 電 モ ジ ュ ー ル １ ０ は 、 ６ 個 の 蓄 電 素 子 １ ２ が 長 さ 方 向 （ 図 １ 中 、  
上 下 方 向 ） に 並 ん で い る 。 蓄 電 素 子 １ ２ は 横 長 の 直 方 体 形 状 を 有 し て お り 、 蓄 電 モ ジ ュ ー  
ル １ ０ は 、 ６ 個 の 蓄 電 素 子 １ ２ を 直 列 に 接 続 し て 出 力 電 圧 を 高 く し て い る 。 蓄 電 素 子 １ ２  
は 特 に 限 定 さ れ ず 、 二 次 電 池 で も よ く 、 ま た キ ャ パ シ タ で も よ い 。 本 実 施 形 態 に か か る 蓄  
電 素 子 １ ２ は 二 次 電 池 と さ れ る 。 こ の 二 次 電 池 に は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 、 リ チ ウ ム  
ポ リ マ ー 二 次 電 池 、 ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 な ど が 使 用 で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ 接 続 バ ス バ ー １ ８ お よ び 出 力 バ ス バ ー ２ ０ ＞
　 接 続 バ ス バ ー １ ８ お よ び 出 力 バ ス バ ー ２ ０ は 、 金 属 板 材 を 所 定 の 形 状 に プ レ ス 加 工 し て  
な る 。 接 続 バ ス バ ー １ ８ お よ び 出 力 バ ス バ ー ２ ０ を 構 成 す る 金 属 と し て は 、 銅 、 銅 合 金 、  
ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 等 の 熱 伝 導 性 が 高 く 、 電 気 抵 抗 の 低 い 金 属 を 適 宜 に 選 択  
す る こ と が で き る 。 接 続 バ ス バ ー １ ８ お よ び 出 力 バ ス バ ー ２ ０ の 表 面 に は 、 図 示 し な い め  
っ き 層 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。 め っ き 層 を 構 成 す る 金 属 と し て は 、 ス ズ 、 ニ ッ ケ ル 、 半  
田 等 、 任 意 の 金 属 を 選 択 で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ ２ 層 基 板 ２ ４ ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ 層 基 板 ２ ４ は 、 後 述 す る 可 撓 性 を 有 す る 絶 縁 ベ ー ス フ ィ ル ム ４ ４
の 表 面 ２ ６ と 裏 面 ２ ８ に そ れ ぞ れ プ リ ン ト 配 線 技 術 に よ り 配 線 が 形 成 さ れ た 、 ２ 層 の フ レ  
キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 で あ る 。 ２ 層 基 板 ２ ４ は 前 後 方 向 に 長 く 延 び て 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 表 裏 導 通 部 ３ ２ の 製 造 工 程 ＞
　 続 い て 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ の 構 成 に つ い て 、 本 実 施 形 態 に か か る 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル １ ４  
に お け る 表 裏 導 通 部 ３ ２ の 製 造 工 程 の 一 例 を 用 い て 説 明 す る 。 表 裏 導 通 部 ３ ２ の 製 造 工 程  
は 以 下 の 記 載 に 限 定 さ れ な い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ ま で の 工 程 に よ り 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 絶 縁 ベ ー ス フ ィ ル ム ４ ４ の 表 面 ２ ６
お よ び 裏 面 ２ ８ に 表 面 配 線 ３ ０ お よ び 裏 面 配 線 ３ ４ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 表 裏 導 通 部 ３ ２  
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を 有 す る ２ 層 基 板 ２ ４ が 作 製 さ れ る 。 な お 、 上 記 の 手 順 で は 、 ス ル ー ホ ー ル ３ ８ を 形 成 し  
た 後 に め っ き 処 理 を 行 っ た が 、 こ の め っ き 処 理 を 行 わ ず に 銅 箔 ４ ６ の パ タ ー ニ ン グ を 行 っ  
て も よ い 。
（ ５ ） 最 後 に 、 ポ リ イ ミ ド フ ィ ル ム 等 か ら な る 絶 縁 性 フ ィ ル ム ５ ０ と 、 こ の 絶 縁 性 フ ィ ル  
ム ５ ０ の 片 面 に 形 成 さ れ た 接 着 剤 層 ５ ２ と を 有 す る カ バ ー レ イ ５ ４ を 準 備 す る 。 接 着 剤 層  
５ ２ は 、 例 え ば ア ク リ ル 、 エ ポ キ シ 等 の 接 着 剤 か ら な る 。 そ し て 、 表 面 配 線 ３ ０ お よ び 裏  
面 配 線 ３ ４ を 絶 縁 保 護 す る た め に 、 真 空 ラ ミ ネ ー タ 等 を 用 い て 、 ２ 層 基 板 ２ ４ の 両 面 に そ  
れ ぞ れ カ バ ー レ イ ５ ４ を ラ ミ ネ ー ト す る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 表 面 配  
線 ３ ０ と 裏 面 配 線 ３ ４ と 表 裏 導 通 部 ３ ２ が 、 そ れ ら に 重 ね 合 さ れ る 絶 縁 性 フ ィ ル ム ５ ０ に  
よ り 蓋 覆 さ れ る 。 こ の 結 果 、 表 面 配 線 ３ ０ と 裏 面 配 線 ３ ４ と 共 に 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ も 絶 縁  
被 覆 す る こ と が で き 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ へ の 結 露 等 に よ る 短 絡 の 発 生 を 未 然 に 防 止 で き る 。  
本 工 程 を 経 て 、 図 １ に 示 す 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル １ ４ が 完 成 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 表 面 配 線 ３ ０ と 裏 面 配 線 ３ ４ が 、 ２ 層 基 板 ２ ４ の 両 面 に 設 け ら れ た 金  
属 製 の 基 層 を 構 成 す る 銅 箔 ４ ６ と 、 銅 箔 ４ ６ 上 に 設 け ら れ た 表 層 を 構 成 す る 金 属 め っ き 層  
４ ２ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ス ル ー ホ ー ル ３ ８ の 周 壁 ４ ０ の み な ら ず 表 面  
配 線 ３ ０ と 裏 面 配 線 ３ ４ の 表 層 に も 金 属 め っ き 層 ４ ２ を 同 時 に 形 成 す る こ と が で き 、 製 造  
効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 金 属 め っ き 層 ４ ２ の 厚 さ 寸 法 が  
１ ８ μ ｍ 、 銅 箔 ４ ６ の 厚 さ 寸 法 が １ ５ μ ｍ と さ れ て お り 、 金 属 め っ き 層 ４ ２ の 厚 さ 寸 法 が  
銅 箔 ４ ６ の 厚 さ 寸 法 よ り も 大 き く さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ビ ア ４ ３ の 金 属 め っ き 層 ４ ２  
の 厚 さ 寸 法 を 大 き く 確 保 す る こ と が で き る 。 し か も 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ が 長 さ 方 向 が 長 軸 と  
な る 楕 円 形 状 を 有 し て い る こ と か ら 、 長 さ 方 向 の 両 端 部 に お い て 金 属 め っ き 層 ４ ２ が 厚 く  
形 成 さ れ 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ を 構 成 す る 周 壁 ４ ０ が 長 さ 方 向 に 向 か っ て 長 尺 で 延 び 出 し て い  
る 。 そ れ ゆ え 、 表 裏 導 通 部 ３ ２ の 単 位 長 さ あ た り の 抵 抗 値 が 小 さ く さ れ て お り 、 表 面 配 線  
３ ０ と 裏 面 配 線 ３ ４ に お け る 単 位 長 さ 当 た り の 最 大 抵 抗 値 以 下 に す る こ と が 、 有 利 に 実 現  
さ れ て い る 。 な お 、 こ こ で い う 最 大 抵 抗 値 と は 、 そ れ ら の 配 線 構 成 部 分 に お け る も の を い  
い 、 配 線 途 中 に 設 け ら れ た チ ッ プ ヒ ュ ー ズ や 正 温 度 係 数 サ ー ミ ス タ 等 の 電 流 制 限 領 域 を 含  
ま な い 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ４ ） 上 記 実 施 形 態 １ ， ２ ， ３ ， ４ で は 、 複 数 の 蓄 電 素 子 １ ２ に 配 設 さ れ る １ つ の 電 池 配  
線 モ ジ ュ ー ル １ ４ を 例 に と っ て 説 明 を 行 っ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 複 数 の 蓄 電 素 子 １ ２  
の 一 方 側 と 他 方 側 に そ れ ぞ れ 配 設 さ れ る ２ つ の 電 池 配 線 モ ジ ュ ー ル １ ４ に 対 し て も 適 用 す  
る こ と が で き る 。 こ の 場 合 は 、 電 位 順 に 表 面 配 線 ３ ０ を 並 べ る と い う こ と が 困 難 で あ る と  
い う 問 題 は な い が 、 例 え ば 、 電 圧 検 知 線 に 接 続 さ れ る 抵 抗 調 整 部 を 裏 面 配 線 ３ ４ で 構 成 す  
る こ と に よ り 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 各 電 圧 検 知 線 の 配 線 長 さ の 電 気 抵 抗 の 違 い を  
容 易 に 解 消 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 基 板 の プ リ ン ト 配 線 に  
よ り 構 成 さ れ た 電 圧 検 知 線 の 配 索 自 由 度 の 向 上 が 図 ら れ 得 る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ４ 】
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